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 ２０１０年の年次総会は、ＩＳＡＦが１１月４日から１４日、ＯＲＣは５日から９日まで、ギリシャのア

テネで開催された。私は６日午後の到着から１１日午後の出発まで滞在し、ＩＳＡＦ関係委員会の出席・傍

聴と、ＯＲＣのコングレスに出席した。ＪＳＡＦからは前田専務理事・国際委員会の大谷・柴沼の各氏と計

４名が出席し、ＯＲＣＡＮからは本年は出席がなかった。 

 

６日 午後にＩＳＡＦ及びＯＲＣに参加登録を済ませ挨拶にまわった。 

７日 ＜エンピリカルハンディキャップサブコミッティー＞を傍聴、＜コネクトツーセーリングセミナー＞

の後半を傍聴。 

８日 ＜スペシャルレギュレーションサブコミッティー＞を傍聴する。 

夜はＯＲＣディナーに出席。 

９日 ＯＲＣのＥＧＣ（午前）とＡＧＣ（午後）に出席。 

夜には、＜ロレックスＩＳＡＦワールドセーラーアワード２０１０＞に出席。 

１０日 ＜オセアニックアンドオフショアコミッティー＞に出席 

１１日 午後、大阪に向けて出発    

温暖な好天に恵まれ、タイトなスケジュールではあったが充実した会議への出席となった。 

以下、傍聴・出席した会議の報告を記す。 

 

＜エンピリカルハンディキャップサブコミッティー＞ 

各国の独自なハンディキャップシステムを管轄するコミッティーで、NORLYS(ノルウェイ)・LYS（スウェーデ 

ン）・PHRF（アメリカ）・RYA ポーツマスヤードスティック（英国）・PHRF Argentina（アルゼンチン）・HN（フ 

ランス）を主要なハンディキャップシステムとして継続的に扱っている。各国の代表者が委員会のメンバー 

を占めている。今年は出席委員が少なかった（３名）他傍聴者。 

出席各国から自国の状況説明があり、より密接な横の連絡を取り合う事が話し合われた。 

２００４年から国際的あるいは各国独自のハンディキャップシステムやクラスルールの内で、性能評価に必

要な艇の各部の名称や計測数値の定義を標準化しよう、とするワーキングパーティーがあったが現在は機能

していず、これを＜イクイップメントルールコミッティー＞に移管する事となった。 

総じてあまり重要なコミッティーではないと言う印象である。終了後、アメリカの委員である、ポールアン

スフィールド氏から日本における簡易ハンディキャップシステムの状況について質問を受け、全国統一的な

システムは無い、と答えたが何か必要な事があれば援助するので申し出てくれと言う事であった。 

また、ＨＦフランスのダニエルパイロン氏からは２０１０年版のガイドブックを今年も頂いた。近い将来英

語版のウエッブサイトも始めるという事なので、日本で統一的な簡易ハンディキャップシステムを施工する

際には大いに参考になると思われる。 

＜コネクトツーセーリングセミナー＞はＩＳＡＦが力を入れている部門で、スポンサーも数社が付き、毎年 

幾つかの団体から活発なセーリング普及活動の報告がされている。 



＜スペシャルレギュレーションサブコミッティー＞ 

今年も、数件のサブミッションが出され、これの検討がなされた。 

また、判りやすい表現や構成を目指した改訂に関しては外部デザイナーに依頼してのフォーマットの検討が

成されてきたが決定的なものは得られず、ＩＳＡＦの技術担当者からデジタルフォーマットでのＳＲの表現

改良が出された。大変便利なプログラムであったが、委員からは文書版は作り続けるべきである事と、図版

をもっと利用すべき、という意見が出た。 

高い基準のカテゴリーを要求されるロングオフショアレースが下火の日本ではそれらのレースが開催される 

直前にトレーニングを実施する状況ではあるが、欧米ではカテゴリー１や２のレースが多く、先進国ではフ

ァーストエイドとシーサバイバルを内容とするトレーニングの開催が確立されて、ＳＲのアペンディックス

にもこの件の内容が明示されている。本年の会議前にＩＳＡＦからＭＮＡに対して状況質問状が出され、そ

の集計が発表された。日本からは回答しなかったようである。またＳＲのアペンディックスＧ＜トレーニン

グ＞に落水者救助パターンを加えるサブミッションと、新しくアペンディックスＮとして＜メディカルトレ

ーニング＞を加える事がサブミッションの一部変更を加えて、承認された。 

ワーキングパーティーの報告では、＜ストーム・ヘビーウエザーセール＞が２年を経てようやく報告された。 

内容は承認され、次年度にサブミッションとして整理の上で提出し、改訂に向かう事となった。 

その他、特筆すべきは、スペシャルレギュレーションの最初に、＜オフショアレーシング環境保全コード＞ 

として８項目の内容で提示する事が決まった。 

その他、変更・追加事項の詳細はオセアニック・オフショアコミッティーの最終決定を受けて別途報告する。 

 

＜オセアニック・オフショアサブコミッティー＞ 

２つの外洋系サブコミッティーを含み、オフショア事項を全般的に統括する機関で、スペシャルレギュレー

ションサブコミッティーの討議内容は、ＩＳＡＦのカウンシルに上げずに最終決定をする重要な委員会であ

る。昨年にフィリップトルハースト委員長からジャックリーン委員長（フランス）に引き継がれ、新委員長

は２０１０年に精力的に活動を行った。現在では、従来の＜オセアニックサブコミッティー＞を吸収して、

非常に広範囲な項目をカバーする。 

ＩＳＡＦは２０００年以降、外洋レースを広く統括する動きを進めてきたが、この間にも幅広い外洋レース

の世界の変化と発展が進み、昨年度からより明確な方向性への模索がエクゼクティブコミッティーの意向を

元に進み始めた。これは新委員長の人選とも大きな関係があるようだ。 

昨年から始まった、トランサット・ベンディグローブ等の著名なロングオフショアレースの主催者との合意

書がＩＳＡＦオセアニックコンコーダとして合意され、向こう４年のレーススケジュールの調整や相互利益

のために定期的に会合を持つ事になった。この分野のオセアニックレースはフランスが主流でもあり、この

点での関係の深い事でもジャックレーン氏が委員長に選ばれたのでは、と思われる。 

もう一つの注目すべき変化と言うか問題は、積年のＯＲＣ（ＯＲＣレーティングシステム運営）とＲＯＲＣ 

（英国ロイアルオーシャンレーシングクラブ、ＩＲＣの運営団体）との摩擦の解決であろう。２００９年に、 

ＩＲＣオーナーズ協会が世界選手権の開催許可をＩＳＡＦに提議した事で、この問題が表面化した。ＩＳＡ 

Ｆのレギュレーションでは、ハンディキャップシステムを使った外洋レースはＯＲＣのそれのみが認定され 

ている。近年のＩＲＣの世界的な伸長に神経を尖らせてきたＯＲＣにとっては重要な問題で、本年の年次総 

会はどうなるのであろうか？と危惧されてきた。ＩＳＡＦは、２０１０年にこの問題の調整に乗り出しＩＳ 

ＡＦレギュレーションの中でのＯＲＣの立場をより明確に改訂する事と、ＯＲＣとＲＯＲＣとの新しい関係

の成立を模索していく事、が合意された。前者はＯＲＣがサブミッションを提出し、後者は２０１１年に両

団体のジョイントベンチャーとして世界統一レーティングシステムを運用する会社を設立する事が基本合意

された。これは２０１０年２月にパリでＩＳＡＦのエクゼクティブコミッティー代表とリーン委員長・ＯＲ



Ｃフィンチ会長・ＲＯＲＣのクリスリトル提督などが会合を持って合意された。ＯＲＣは今年の年次総会直

前にこの方向性が取られた事を公表して我々を驚かせたが、ＲＯＲＣ側からは未だ正式な発表はない。 

世界統一レーティングシステムはかってＩＯＲとして成立し、これのＩＭＳへの世界的な移行が不調に終わ

り、現在ヨーロッパ中心に強い分布を見せているＯＲＣと、旧英国連邦国を中心にこれもＯＲＣと同等の勢

力を持つＩＲＣ、そしてＩＭＳから離脱後独自の歩みを進める米国と言う混迷状況となっている。このよう

な混乱の中、ワンデザインクラスやＴＰ５２で代表されるボックスルールでのレースも支持されてきた。 

世界統一ルールの制定は世界中の外洋セーラーにとって望ましい姿である事は言うをまたないが、その理想 

の実現への道程は厳しい感がある。ＩＳＡＦはＵＳセーリングにもアプローチし、この方向への同調を打診 

し、良好な感触を得ていると言う。ＯＲＣの年次総会では移行へのスケジュールや考え方をある程度明確に 

している、２０１１年に合弁会社を設立しマネージメント体制を作りＯＲＣとＩＲＣの証書の共同発行、技 

術的な開発研究にも着手し、２０１３年に世界共通ルールの始動、という話もあった。しかしながら、両者 

の現場サイドと直接会話した結果、ＯＲＣの計測委員長のニコラシニョリ氏は＜静かにしていなさい、とい 

う指示状況だ＞と答え、ＩＲＣのマークアーウイン氏は＜統一ルールの実現には程遠いであろう、日本のＩ 

ＲＣ関係者には何も心配するなと伝えてほしい＞という事であった。両者ともに方向性には賛成だが達成ま

でには、政治的な駆け引きを含めて多くの問題がある、という感触であった。当面、静かに見守る事になろ

う。この件の進展については逐次オセアニック・オフショアコミッティーから逐次報告が出る、と言う事で

あった。 

その他は、 

・マキシクラス協会がインターナショナルクラスとして、クラス４０がリコガナイズドクラスとして承認さ   

 れた。共に２００９年に差し戻されたが、本年承認された。 

・広告規定の変更に関しては、この委員会としてはクラブやノンプロフィットレベルの外洋レースにはこれ 

を適用しない条件でカウンシルにあげる事で、承認された。 

・ＯＲＣとＩＲＣからの２０１０年の報告があり、ＯＲＣの証書発行数は伸長し、ＩＲＣは横ばいという内 

容であった。 

 

＜ＯＲＣコングレス＞ 

ＩＳＡＦの各ミーティングと並行して、ＯＲＣのテクニカルコッミティーを中心とした各委員会が開催され

る。ＯＲＣの各委員会が終了した後に、９日朝から各国のコングレスだけのミーティングがあり（ＥＧＭ）、

その午後にオープンのＡＧＭ（年次ゼネラルミーティング）が開始された。 

 

こちらでも、ＯＲＣとＲＯＲＣでの世界共通レーティングシステムの動向が質問され、討議された。前述し 

た事に加えて、２０１０年には合弁会社設立に向けて両者の財務状況点検を行った事、２０１１年には新し 

い組織に関してのサブミッション提出、世界共通のＩＳＡＦメジャラーの設定も提案したい。などの具体的 

な話が出た。また、新しいレーティングシステムは現在のＯＲＣのそれと同様にトップレベルとミドルレベ

ルの夫々が共用可能な２階層のものをイメージしている事、ＯＲＣではＯＲＣクラブとＩＲＣのシステムを 

長く比較検討してきたデーターベースがある事、ＵＳセーリングとの関係調整が必要である事、新しいシス 

テムへの戦略を発表していきたい事、が回答された。これに対して、コングレスからは、移行へのスケジュ

ールの公示、信頼を得るためのスケジュール厳守、出来るだけ速やかな移行の必要性が語られた。 

総じて、ＯＲＣは非常にポジティブで、ＲＯＲＣは慎重である、との印象を受けた。 

 

ＯＲＣの２０１０年の状況は、証書発行数では８月末集計において既に昨年実績を上回り、数年来の減少傾 

向から上昇傾向に転じており、財務状況も健全である。世界選手権大会もヨーロッパを中心に開催された。 



これは、ＯＲＣのＶＰＰが安定して公平なルールであるという印象が支持されてきた事や、ウエッブサイト 

を通じての運用などの容易さが評価され、ルール変更のサブミッション件数の減少も安定したレーティング

システムで、良好な運用実態となってきた事を示している、とコメントされた。 

テクニカルコミッティーからの、２０１１年のＶＰＰ変更については軽微に止まり大きな変更がないとの事。 

その他では、 

・ ２０１０年の日本への証書発行数が約１００と減少し、従来２名のコングレスの枠が１名に減員された。

ＯＲＣの新しいコングレス名簿では、小林が継続してリストされているが植松副会長に交替して頂き、 

出席が不可能な年は代理出席者を指名する、という方法も考えられる。 

・ 役員の改選があり、フィンチ会長、シニョリ計測委員長、ビビアン秘書が以後２年任期で再任された。 

フィンチ会長は、ワンワールド・ワンレーティングシステムを軌道に乗せて交代したいと話した。 

・ ウエッブサイトでの便利な利用サービスの開発について説明があり、ＯＲＣのデーターベースから特定

の艇の証書を取得したり、証書の数値を変更してトライアル証書を取得できたりする機能が披露された。 

 

その他： 

・＜ロレックスワールドセーラーアワード２０１０＞は男性からは、オーストリアのレーザーとエッチェル

ズ級の世界チャンピオンである Tom Slingsby が、女性ではスペインのＲＳＸ世界チャンピオンである 

Blanca Manchón が受賞した。 

・＜ＯＲＣディナー＞はアクロポリスの麓で、ライティングに浮かぶパルテノン神殿が見えるレストランで

行われ、各国の外洋関係の主要な人達が出席していた。旧知のＲＯＲＣのアドミラルであるクリスリトル

氏にも挨拶ができた。 

・ＲＯＲＣの現事務局長で、日本でも知られたエディーオーエン氏からは＜コモドアーズカップ＞への日 

本チームの参加を強く要請された。同レースはＩＲＣを使った３艇で１チームの各国（地域）を代表する

レースで、チャーター艇の斡旋を含めて支援すると言う事であった。 

・ＵＳセーリングのゲーリージョブソン会長とも親しくお話をする機械もあり、山崎会長へ宜しく伝えて欲 

しいという事であった。 

 
 

  以   上 


